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 この問題の解決に有効だと思われるのは、音楽認知の視点から作られた理論、ナームア（Narmour 1990, 













































    
 
向が認められた。しかし、北米における新しい理論を精査し、それらが含む問題点を明確にした上でと
もかくも自分なりの楽曲分析を提示したことは、申請者の研究者としての真摯な探求心と鋭い問題意識
なくしては不可能であった。本論文は、申請者が今後の研究を続けていく上で、優れた調査能力と分析
力を備えていることを余すことなく証明している。 
 
 
